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安
倍
晋
三
総
理
が
、
体
調
を
崩

し
突
然
の
退
陣
に
国
民
は
驚
い
た
。

菅
義
偉
官
房
長
官
が
、
自
民
党
総

裁
に
選
出
さ
れ
９
月
16
日
の
国
会

で
第
99
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ

た
。
菅
新
総
理
は
、
秋
田
県
の
湯

沢
市
秋
ノ
宮
出
身
、
私
た
ち
の
町

の
す
ぐ
隣
と
あ
っ
て
親
し
み
を
感

じ
る
。

　
ま
た
、
故
岸
宏
一
先
生
と
は
大

変
親
し
く
盟
友
だ
っ
た
と
新
聞
報

道
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
町
に
対

し
て
も
期
待
感
を
持
っ
て
い
る
。

菅
総
理
が
目
指
す
社
会
は
、「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
そ
し
て
絆
を

大
切
に
し
、
地
方
か
ら
活
力
あ
ふ

れ
る
日
本
で
す
。
私
は
、
そ
の
国

づ
く
り
に
期
待
を
し
た
い
。

　
　 

　 

（
文
責
・
寒
河
江
宏
一
）

●
討
論
と
議
論

　この度、廃校利活用検討委員に応募させて頂き

ました。一般町民の立場として、皆さんの様々な

意見や思いを、検討委員会で伝えることが役割だ

と思っています。

　９月７日に第１回検討委員会が開催され、「学校

施設は地域の核であり、できれば残したいが管理

していくには負担感がある｡」という意見が多く、

企業誘致を図るという提案のほか、複数活用案が

出されました。今後も町財政にとって無理のない

活用策を検討していく必要があると思います。

　広報や議会だよりでも知らされているように、

現在、町の財政状況は良いとは言い難いと認識し

ています。町としても令和元年を「財政健全化元

年」と位置づけている状況にあって、活用策は町

の財政状況と整合性の取れたものであることが前

提だと思います。

　学校施設のような大規模施設は改修はもちろん、

維持管理にも多大な経費が見込まれ、負担できな

いのであれば民間資本を受け入れることを検討し

てもよいのではないかと思います。地域を長年支

えてきた学校施設には皆さんの想いがたくさん詰

まっています。それらの今後の活かし方について、

まずは多角的に意見を交えることがもっとも重要

であり、十分な議論が必要だと思います。

　できるだけ多くの町民の皆さんの意見を頂き、

町の意見と合わせながら、未来を担う子どもたち

の将来的な負担にならないよう、方向性を見出し

ていくことが大事だと思います。
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　議
会
の
大
切
な
仕
事
の
一
つ
と

し
て
、
議
案
の
審
議
が
あ
る
。
審

議
ま
で
の
大
ま
か
な
流
れ
は
、
町

長
が
議
案
を
上
程
し
、
提
案
理
由

の
説
明
を
し
た
後
、
議
員
の
質
問

に
町
長
が
答
え
る
質
疑
・
答
弁
を

経
て
、
議
員
が
賛
成
、
反
対
の
意

思
表
明
（
討
論
）
を
し
て
、
最
後

に
可
否
を
決
め
る
採
決
と
な
る
。

　町
議
会
で
の
討
論
と
は
、
お
互

い
に
議
論
を
交
わ
し
合
う
こ
と
で

は
な
く
、
賛
否
の
理
由
を
述
べ
る

こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
意
見
に
賛

成
・
同
調
す
る
こ
と
を
他
の
議
員

に
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
議
案
に

対
し
て
賛
成
か
反
対
か
、
自
分
の

意
見
を
表
明
す
る
こ
と
が
討
論
と

な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賛
成
反

対
に
関
係
な
く
意
見
を
出
し
合
う

の
が
議
論
と
な
る
。

　つ
ま
り
、
討
論
と
議
論
の
違
い

は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
、

「
反
対
、
賛
成
」
に
分
か
れ
意
見

を
戦
わ
せ
る
こ
と
が
討
論
、
全
員

で
意
見
を
出
し
合
い
、
相
手
の
意

見
に
対
し
て
思
う
事
を
述
べ
合
い
、

最
終
的
に
、
全
員
が
納
得
す
る
よ

う
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
議

論
で
あ
り
、
討
論
と
議
論
は
異
な

る
も
の
と
な
る
。

ギ
イ
ン
コ
ラ
ム

新

日程は近くなりましたら町ホームページ内の
議会ページでお知らせします。町民の皆様の傍聴をお待ちしています

№6

１２月議会定例会は１２月４日（金）～８日（火）の予定です

廃校利活用検討委員会
副委員長

正 野 直 弥 さん

「多角的視点での
　　 　 廃校活用を」

町民の声

令和4年度から統合予定の明安小学校と有屋小学校

（七日町  ６４歳）


